
高等学校 地理歴史科（『世界史探究』） 学習指導案 

指導者 藤原 隆範 

日  時 令和７年 11 月 28 日（金） 第 2限 10：35～11：25  

場  所 第 1 社会科教室 

学年・組 高等学校Ⅲ年 選択ア組 30 人 

単  元 地球世界の課題の探究 （『世界史探究』実教出版 398～403p.より） 

目  標 カンボジアを中心とした東南アジア史の学習を通して，持続可能な地球世界のあり方

を考察し，表現する。 

指導計画（全 3 時間） 

 第一次 東南アジアの多様性とカンボジアの繁栄    1時間 

第二次 19世紀，西欧列強の進出と東南アジアの対応  1時間 

第三次 20世紀，東南アジア諸国で生じた経済格差   1時間（本時） 

 

授業について 

「世界史探究」の学習指導要領「内容」の大項目「E地球世界の課題」のなかの，中項目「⑷ 地

球世界の課題の探究」の領域で，単元を設定した。この項目では，「紛争解決や共生」「経済格差の

是正や経済発展」などのテーマが例示され，生徒には，歴史的経緯を踏まえてこれら地球世界の課

題を理解させると共に，その背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域のつながりなどに

着目させ，諸資料を読み解き，多面的・多角的な考察を通して，持続可能な地球世界を構想し表現

させる探究活動が求められている。そのためには，世界史全体を視野に入れた適切な主題の設定

が必要であるが，本小単元では東南アジア史を，カンボジアを中心にして考察する。本時の授業

は，「世界史探究」のみならず，「日本史探究」「地理探究」「政治・経済」等の科目の学びで得た知

識や，培われた能力を駆使して課題解決に取り組ませる，高校３年間の学びの集大成として構想

した。その際には，人文科学と社会科学等の知見との学際的な連携を意識させたい。最終的には，

「地歴科」「公民科」の学習で得た知識と，培われた思考力・判断力・表現力等を使って，持続可

能な地球世界の構築に向けて，自らがどう関わっていけばよいか，カンボジアを事例として多面

的・多角的に考察させ，自らの考えを表現させることが目的である。 

 

題  目 持続可能な地球世界の構築のために －カンボジアの“光と影”を通して学ぶ－ 

本時の目標 

 1.カンボジアのクメール文化の特色を理解し，16世紀頃まで，なぜカンボジアが東南アジア

で最も繁栄した国家であったのかを説明できる。（思考力，判断力，表現力等） 

2. カンボジアの衰退の要因を，西欧の進出，ベトナム戦争，カンボジア内戦など，19世紀以

降の東南アジア史の文脈を通して説明できる。（思考力，判断力，表現力等） 

3. 持続可能な地球世界の構築にむけて，自分に何ができるか，自分の考えをまとめ，発表で

きる。（学びに向かう力、人間性等） 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 16 世紀までのカンボジアの繁栄の要因を，多角的に説明できる。 

（思考・判断・表現／ワークシート・観察） 

2. 17 世紀以降のカンボジアの衰退の要因を，多角的に説明できる。 

（思考・判断・表現／ワークシート・観察） 

3. 持続可能な地球世界の構築にむけて何ができるか，多角的に考え，発表する。 

（主体的に学習に取り組む態度／ワークシート・観察） 



本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

東南アジア３か国の経済

格差 → なぜ，カンボジ

アだけ経済成長できてい

ないのか，問題提起。 

 

カンボジアの光と影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西欧進出と東南アジア 

 

 

 

第二次世界大戦後の東

南アジア 

 

 

 

持続可能な地球世界構

築ために 

 

 

世界史学習の意義 

 

  

タイ・ベトナム・カンボジアの経

済格差を，データを通して理解す

る。カンボジアの貧困の実態を理

解する。 

 

16世紀までのカンボジアは，東南

アジアで最も繁栄した国家であ

ったことを，データを通して理解

する。 

 

 

 

17世紀以降カンボジアは，クメ－

ル文化が急速に衰退したことを

理解する。 

 

19世紀にタイ・ベトナム・カンボ

ジアが西欧の進出にどう対応し

たか理解する。 

 

タイ・ベトナム・カンボジアの第

二次世界大戦の歴史を理解する。 

 

 

 

カンボジアの歴史を通して，サス

テナビリティの阻害要因は何で

あったか考察する。 

 

世界史を学ぶことの意義・目的は

何であったのか考察する。 

 

ひとりあたりのＧＤＰなどのデー

タを比較する。ユネスコの「世界寺

子屋運動」の趣旨を理解する。            

 

 

アンコール遺跡に代表されるクメ

ール文化の特色を理解する。農業

生産を支えたメコン川とトンレサ

ップ湖の役割を考察する。江戸時

代にアンコールワットを訪れた日

本人の事例を紹介する。 

 

衰退の原因を，隣国のタイとベト

ナムとの関係から考察する。 

 

 

タイは独立を維持。ベトナムとカ

ンボジアは仏領インドシナ連邦と

してフランスの保護国に。 

 

ベトナム戦争とカンボジア内戦を

経て，なぜベトナムとカンボジア

との間で，大きな経済格差が生じ

たのか考察する。 

 

戦争と独裁が，カンボジアの国力

を根こそぎ奪い取ったと言っても

よい，その実態を考察する。 

 

生徒の意見と教師の考えをできる

だけ共有しあう。 

備考 使用教科書『探究世界史』（実教出版）  

        『現代の歴史総合 みる・読みとく・考える』（山川出版社） 

使用副教材『世界史詳覧』（浜島書店） 

 

 






